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◆ キーワード　ユーラシア／英雄叙事詩／インデックス／典型場面／テュルク ･ モンゴル諸族

特
集
　
比
較
研
究
の
地
平
／
第
三
九
回
大
会
公
開
講
演

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
英
雄
叙
事
詩
研
究
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て

│
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
の
比
較
研
究
の
試
み
か
ら
│

荻 

原　

眞 

子

は
じ
め
に

ユ
ー
ラ
シ
ア
、
特
に
、
中
央
ア
ジ
ア
や
シ
ベ
リ
ア
の
諸
民
族
に
は
豊
富

な
叙
事
詩
が
あ
り
、
な
か
で
も
英
雄
叙
事
詩
に
つ
い
て
は
近
年
ま
で
優
れ

た
語
り
部
が
少
な
か
ら
ず
知
ら
れ
て
い
た
。
叙
事
詩
の
採
録
・
出
版
は
ソ

連
時
代
か
ら
今
日
ま
で
ロ
シ
ア
の
主
要
都
市
ば
か
り
で
な
く
、
各
民
族
共

和
国
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
て
お
り
、
か
な
り
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
。

英
雄
叙
事
詩 

と
し
て
は
、
南
シ
ベ
リ
ア
で
はalïptïg nïbaq
（
シ
ョ
ル
）、

kaj chorchok

（
ア
ル
タ
イ
）、alyptykh nym

akh

（
ハ
カ
ス
）、uliger

（
ブ
リ
ヤ
ー
ト
）
が
、
東
シ
ベ
リ
ア
で
はolonkho

（
ヤ
ク
ー
ト
／
サ
ハ
）

な
ど
の
名
称
が
あ
り
、
そ
の
ロ
シ
ア
語
訳
に
はEpos,　

Skazanie

と
い

う
語
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
ア
イ
ヌ
の
ユ
カ
ㇻ
は
叙
事
詩
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
は
「
カ
ム
イ
ユ
カ
ㇻ
」
と
（
英
雄
の
）「
ユ
カ
ㇻ
」
が
分
別
さ
れ
、
前

者
「
神
謡
」
は
吟
唱
形
式
の
定
ま
っ
た
比
較
的
短
い
詩
で
あ
る
。
い
わ
ゆ

る
英
雄
叙
事
詩
に
相
当
す
る
の
は
後
者
の
英
雄
の
「
ユ
カ
ㇻ
」
で
あ
る
。

シ
ベ
リ
ア
の
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
語
系
諸
族
に
は
ニ
ン
グ
マ
ー
〜
ニ
ム
ン
ガ
カ

ン
な
ど
の
な
か
に
英
雄
叙
事
詩
に
あ
た
る
伝
承
が
あ
る
。
た
だ
、
ト
ゥ
ン

グ
ー
ス
諸
族
は
シ
ベ
リ
ア
の
広
大
な
地
域
に
分
布
し
て
お
り
、
明
ら
か
に

英
雄
叙
事
詩
が
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
シ
ベ
リ
ア
東
部
の
エ
ヴ
ェ
ン
キ
や

エ
ヴ
ェ
ン
に
お
い
て
で
あ
る
。
ア
ム
ー
ル
ラ
ン
ド
（
ア
ム
ー
ル
・
サ
ハ
リ

ン
地
域
）
の
諸
族
で
は
比
較
的
短
い
詩
編
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
吟

唱
形
式
は
明
ら
か
で
な
く
、
散
文
語
り
で
伝
承
、
記
録
さ
れ
て
い
る
﹇
荻

原　

二
〇
一
三　

参
照
﹈。
ま
た
、
眼
を
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
転
ず
る
と
、

カ
ザ
フ
、
キ
ル
ギ
ス
、
ト
ル
ク
メ
ン
な
ど
多
く
の
テ
ュ
ル
ク
諸
族
に
は
長

大
な
英
雄
叙
事
詩
が
知
ら
れ
て
い
る
﹇
坂
井　

二
〇
〇
一　

他
﹈。

こ
れ
ま
で
シ
ベ
リ
ア
で
採
録
さ
れ
て
い
る
数
々
の
英
雄
叙
事
詩
に
つ
い

て
の
研
究
は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
特
定
の
民
族
や
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
個

別
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
多
民
族
に
わ
た
る
ク
ロ
ス
カ
ル

チ
ュ
ラ
ル
な
比
較
研
究
で
あ
る
『
シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場

面
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
（
試
論
）』（
二
〇
〇
五
年　
ノ
ヴ
ォ
シ
ビ
ル
ス
ク
出
版　

一
三
八
一
ペ
ー
ジ
）
は
意
欲
的
な
労
作
で
あ
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
を
広
く
鳥
瞰

す
る
上
で
、
本
書
の
試
み
は
有
効
な
見
通
し
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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本
稿
で
は
こ
の
書
の
概
要
と
共
に
、
こ
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
照
ら
し
て
試
み

ら
れ
た
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
叙
事
詩
の
分
析
を
紹
介
し
な
が
ら
、
英
雄
叙
事
詩
の

よ
り
広
い
比
較
研
究
の
可
能
性
を
考
え
て
み
た
い
。

Ⅰ　

�

Ｅ
・
Ｎ
・
ク
ジ
ミ
ナ（
編
）『
シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
英
雄
叙
事
詩

の
典
型
場
面
の
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」（
試
論
）』
に
つ
い
て

原
題Е.Н

. Кузьмина, Указатель типических мест героиче-
ского эпоса народов С

ибири

（алтайцев, бурят, тувинцев, 
хакасов, ш

орцев, якутов
）, эксперим

ентальное издание. 
Н

овосибирск 2005

【
本
書
の
構
成
】

序
論
「
シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場
面
（
箇
所
）
の
体

系
化
に
つ
い
て
」

　

 「
シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
（
ア
ル
タ
イ
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
、
ハ

カ
ス
、
シ
ョ
ル
、
ヤ
ク
ー
ト
（
１
））

の
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場
面
（
箇

所
）
の
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
構
成
」（
八
│
一
〇
ペ
ー
ジ
）

第
1
章 

ア
ル
タ
イ
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場
面
（
一
一
│
二
五
九
ペ
ー
ジ
）

第
2
章  

ブ
リ
ヤ
ー
ト
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場
面
（
二
六
一
│
六
一
五

ペ
ー
ジ
）

第
3
章  

ト
ゥ
ヴ
ァ
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場
面
（
六
一
七
│
八
〇
一
ペ
ー

ジ
）

第
4
章 

ハ
カ
ス
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場
面
（
八
〇
三
│
一
一
五
ペ
ー
ジ
）

第
5
章  

シ
ョ
ル
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場
面
（
一
一
一
七
│
一
二
一
五

ペ
ー
ジ
） 

第
6
章 

 

ヤ
ク
ー
ト
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場
面
（
一
二
一
七
│
一
三
七
三

ペ
ー
ジ
）

利
用
文
献

典
型
場
面
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
索
引

【
分
析
対
象
の
テ
キ
ス
ト
】

分
析
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
六
民
族
の
英
雄
叙
事
詩
23
篇
で
あ
る
。

テ
ュ
ル
ク
諸
族
＝

　

ア
ル
タ
イ （
４
篇
＝ 「
カ
ン･

ア
ル
チ
ン
」、「
オ
チ･

バ
ラ
」
な
ど
）

　

ト
ゥ
ヴ
ァ （
2
篇
＝ 「
ボ
ク
ト
ゥ
グ
・
キ
リ
シ
ュ
」、「
フ
ナ
ン
・
カ
ラ
」）

　

ハ
カ
ス 

（
2
篇
＝ 「
ア
イ
・
フ
ウ
チ
ン
」、「
ア
ル
チ
ン
・
ア
ル
ィ
グ
」）

　

シ
ョ
ル 

（
3
篇
＝  「
ア
ル
チ
ン
・
ス
ィ
リ
ク
」、「
カ
ン
・
メ
ル
ゲ

ン
」、「
カ
ン
・
ペ
ル
ゲ
ン
」）　

　

ヤ
ク
ー
ト （
3
篇
＝  「
キ
ス
・
デ
ビ
リ
エ
」、「
エ
ル
・
ソ
ゴ
ト
フ
」、

「
ク
ル
ン
・
ク
ル
ス
ト
ゥ
ル
」）

モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト （
9
篇
＝「
ア
イ
ド
ゥ
ラ
イ
・
メ
ル
ゲ
ン
」、

「
ア
ラ
ム
ジ
・
メ
ル
ゲ
ン
」
な
ど
）

【
シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場
面（
箇
所
）の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
構
成
】

以
上
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
抽
出
さ
れ
た
典
型
場
面
は
次
の
よ
う
に
構

成
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅰ
）　

叙
事
詩
の
世
界
（
8
項
目
）

　

1　
原
初
創
造
の
時
代

　

2　
勇
者
と
そ
の
敵
対
者
の
土
地
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3　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
領
地
と
そ
の
家
畜

　

4　
宮
殿
、
ユ
ル
タ
（
天
幕
）、
屋
敷
、
馬
繋
ぎ

　

5　
民
（
臣
下
、
貢
納
者
）

　

6　
民
の
招
集
（
会
議
、
饗
宴
、
勇
者
の
命
名
に
際
し
て
、
惜
別
）

　

7　
捕
虜
、
民
と
家
畜
の
連
行

　

8　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
土
地
と
所
領
の
荒
廃

（
Ⅱ
）　

登
場
者
（
Ａ
〜
Ｄ
4
項
目
）

　

Ａ　

人
間
（
22
項
目
）

　
　

1　
主
人
公
の
登
場
（
誕
生
）、
主
人
公
の
孤
独

　
　

2　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
命
名
、
命
名
者
の
肖
像

　
　

3　
主
人
公
の
急
成
長
、
成
熟
、
大
人
の
度
合
い

　
　

4　
勇
者
（
女
勇
者
）
が
家
を
出
る
動
機
（
狩
、
家
畜
の
確
認
、

領
地
の
検
分
、
情
報
の
取
得
、
嫁
探
し
、
敵
対
者
と
の
戦

い
、
悪
夢
な
ど
）

　
　

5　
旅
立
ち
の
準
備
、
別
れ
（
両
親
、
嫁
な
ど
と
の
）

　
　

6　
勇
者
の
装
束

　
　
　

a　

衣
服
、
甲
冑

　
　
　

b　

衣
服
の
試
着

　
　
　

c　

武
具
（
弓
、
矢
、
太
刀
な
ど
）

　
　

7　
勇
者
の
旅

　
　
　

a　

時
間
と
空
間
の
描
写

　
　
　

b　

障
碍

　
　

8　
邂
逅
（
両
親
、
妻
な
ど
と
の
）

　
　
　

a　

挨
拶
口
上
、
名
乗

　
　
　

b　

会
釈
、
敬
意
の
表
現
、
抱
擁
、
握
手

　
　
　

c　

義
兄
弟
の
契
り

　
　

9　
煙
管
の
喫
煙

　
　

10　
人
物
像

　
　
　

a　

勇
者
（
女
勇
者
）
の
相
貌

　
　
　

b　

二
義
的
女
主
人
公
（
勇
者
の
姉
妹
、
許
嫁
、
蘇
生
者
、

妻
、
天
女
、
女
シ
ャ
マ
ン
）
の
相
貌

　
　
　

c　

二
義
的
主
人
公
（
勇
者
の
兄
弟
、
義
兄
弟
、
義
父
の
汗

な
ど
）
の
相
貌

　
　

11　
心
理
状
態

　
　
　

a　

怒
り
、
驚
愕
、
恐
れ
、
当
惑
、
興
奮
、
悲
嘆
、
泣
き
、

喜
び
、
笑
い
な
ど

　
　
　

b　

勇
者
の
夢

　
　

12　
知
性
と
体
力

　
　
　

a　

知
恵
、
機
転
、
狡
猾
、
洞
察
力
、
力
量
、
忍
耐
力
、
聴

力
、
視
力
、
嗅
覚

　
　
　

b　

超
能
力

　
　
　

c　

音
楽
の
才

　
　

13　
勇
者
の
食
事

　
　
　

a　

食
卓
と
料
理
の
描
写

　
　
　

b　

料
理
の
賞
味

　
　
　

c　

会
話



135

　
　

14　
闘
い
（
合
戦
）

　
　
　

a　

鷲
の
踊
り

　
　
　

b　

挑
戦
、
闘
い
の
条
件

　
　
　

c　

闘
い
の
開
始
（
戦
闘
前
の
罵
り
あ
い
）

　
　
　

ｄ　

強
弓
を
引
く

　
　
　

e　

矢
（
武
器
）
の
呪
文

　
　
　

f　

矢
の
飛
行

　
　
　

g　

闘
い
の
「
解
剖
学
」（
汗
、
血
、
泡
、
肋
骨
の
露
出
、
肉

片
な
ど
）

　
　
　

h　

互
角

　
　
　

i　

闘
い
に
お
け
る
勇
者
の
身
体
状
態

　
　
　

j　

闘
い
の
持
続

　
　
　

k　

生
命
力
の
保
管
場
所
と
方
法

　
　
　

l　

闘
い
の
結
果
＝
環
境
へ
の
影
響
、
闘
い
の
緊
迫

　
　

15　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
勝
利

　
　

16　
敵
対
者
の
処
遇
（
殲
滅
、
帰
順
、
処
罰
の
方
法
）

　
　

17　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
敗
北
と
破
滅

　
　
　

a　

勇
者
（
女
勇
者
）
の
破
滅
に
対
す
る
周
辺
世
界
の
反
応

　
　

18　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
埋
葬

　
　

19　
真
の
姿
の
獲
得
、
復
活
、
治
癒
、
清
め

　
　
　

a　

勇
者
に
よ
る
民
の
蘇
生

　
　

20　
英
雄
の
結
婚

　
　
　

a　

婿
へ
の
難
問
（
そ
の
解
決
の
条
件
）

　
　
　

ｂ　

帰
郷
の
動
機

　
　
　

ｃ　

花
嫁
と
の
出
立
、
帰
途

　
　

21　
饗
宴
（
誕
生
、
命
名
、
結
婚
、
敵
に
対
す
る
勝
利
を
機
に
）、

饗
宴
の
準
備
、
持
続

　
　

22　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
そ
の
他
の
試
練
と
偉
業
＝
親
族
（
姉
妹
、

お
じ
た
ち
、
両
親
な
ど
）
か
ら
の
難
題

　

Ｂ　

勇
者
の
馬

　
　

1　
馬
の
招
来

　
　

2　
馬
の
特
徴

　
　
　

a　

由
来
（
降
下
、
贈
与
、
手
持
ち
）

　
　
　

b　

相
貌

　
　
　

c　

非
凡
な
能
力

　
　

3　
馬
と
の
別
れ

　
　

4　
馬
の
遠
征
準
備
（
治
療
、
鍛
練
、
世
話
）

　
　
　

a　

鞍
、
手
綱

　
　
　

ｂ　

勇
者
的
疾
走

　
　

5　
馬
の
叱
責
、
助
言

　

Ｃ　

仲
介
者

　
　

1　
援
助
者

　
　

2　
妨
害
者

　

Ｄ　

人
間
の
姿
を
し
た
登
場
者

　
　

1　
男
性
（
怪
物
、
マ
ン
ガ
ト
ハ
イ
、
ア
バ
ー
シ
な
ど
）

　
　

2　
女
性
（
怪
物
、
女
マ
ン
ガ
ト
ハ
イ
、
ア
バ
ー
シ
、
シ
メ
ル
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デ
イ
カ
な
ど
）

（
Ⅲ
）
魔
法
の
品
（
運
命
の
書
、
文
、
矢
、
指
ぬ
き
、
金
の
卵
、
ス

カ
ー
フ
、
宝
石
な
ど
）

（
Ⅳ
）
構
成
上
の
挿
入

　
　

1　
歌
い
だ
し

　
　

2　
つ
な
ぎ
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

　
　

3　
エ
ピ
ソ
ー
ド
間
の
挿
入

　
　

4　
語
り
終
い　

（
Ⅴ
）
語
り
部
の
（
聴
き
手
に
対
す
る
）
口
上
（rem

arks

）

　
　

1　
口
演
開
始
前
の
聴
き
手
に
対
す
る
口
上

　
　

2　
口
演
途
中
の
口
上

　
　

3　
口
演
終
い
の
挨
拶

Ⅱ　
「
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
」の
英
雄
叙
事
詩
の
共
通
性
と
特
異
性

以
上
の
よ
う
に
抽
出
さ
れ
た
典
型
場
面
を
全
体
と
し
て
眺
め
て
み
る
な

ら
、
取
り
あ
げ
ら
れ
た
資
料
に
つ
い
て
い
く
つ
か
顕
著
な
特
徴
が
み
と
め

ら
れ
る
。
先
ず
、（
Ⅰ
）
か
ら
（
Ⅴ
）
ま
で
の
な
か
で
、
テ
キ
ス
ト
の
内
容

に
つ
い
て
の
項
目
は
（
Ⅲ
）
ま
で
で
あ
り
、（
Ⅳ
）、（
Ⅴ
）
は
語
り
部
に
よ

る
口
演
に
か
か
わ
る
。
テ
キ
ス
ト
の
構
成
で
は
（
Ⅰ
）
は
序
章
と
し
て
勇

者
が
登
場
す
る
時
代
的
な
背
景
が
語
ら
れ
る
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば
遠
い
昔

の
こ
と
と
し
て
、
未
だ
現
世
の
「
我
々
」
つ
ま
り
、
現
に
会
し
て
い
る
「
語

り
手
と
聴
き
手
」
が
ま
だ
こ
の
世
に
い
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

そ
の
時
代
の
こ
と
で
は
あ
る
も
の
の
、
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
は
遊
牧
牧
畜
民

社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
や
事
件
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅱ
）
で
は
登
場
人
物
が
扱
わ
れ
る
が
、こ
れ
に
は
（
Ａ
）
人
間
と
（
Ｂ
）

馬
、（
Ｃ
）
仲
介
者
、（
Ｄ
）
人
間
の
姿
を
し
た
登
場
者
と
が
区
別
さ
れ
て

い
る
。（
Ａ
）
に
は
22
項
目
が
立
て
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
も
っ
と
も
多
く
の

小
項
目
が
あ
る
の
は
、
闘
い
（
合
戦
）
に
つ
い
て
で
あ
る
。
闘
い
に
つ
い

て
は
事
細
か
に
語
ら
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
決
闘
や
合
戦
な
ど
闘
い
こ
そ
は

英
雄
叙
事
詩
一
般
の
も
っ
と
も
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

（
Ａ
）
の
人
物
像
の
描
写
は
そ
の
出
生
か
ら
は
じ
ま
り
、
姿
形
や
装
束
、

性
格
描
写
や
表
情
な
ど
細
か
な
項
目
が
あ
る
が
、
実
際
の
語
り
の
場
で
は

そ
れ
に
よ
っ
て
聴
き
手
は
登
場
す
る
主
人
公
や
ヒ
ロ
イ
ン
た
ち
を
身
近
な

存
在
と
し
て
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
の
も
う
一
つ
の
山
場
は
主
人
公
な
ど
勇
者
の
結
婚
と
そ
の
祝

宴
で
あ
る
が
、
祝
宴
は
結
婚
に
際
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
誕
生
、
命
名
、

凱
旋
な
ど
の
折
に
も
あ
り
、
そ
れ
は
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
社
会
の
慣
習

を
反
映
し
て
い
る
特
徴
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
一
方
の
主
要
な
登
場
者
で
あ
る
馬
に
つ
い
て
も
5
項
目
が
分
別
さ

れ
て
お
り
、
馬
（
も
し
く
は
ト
ナ
カ
イ
）
は
主
人
公
や
そ
の
他
の
勇
者
に

次
ぐ
重
要
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン

ゴ
ル
ば
か
り
で
な
く
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
は
一
般
的
な
特
徴
で
あ
る
。

（
Ⅲ
）
に
は
魔
法
の
品
と
し
て
、
主
人
公
や
ヒ
ロ
イ
ン
が
手
に
し
、
ま
た
、

こ
れ
は
と
い
う
刹
那
に
大
き
な
効
力
を
発
揮
す
る
不
思
議
な
小
道
具
が
取
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
必
ず
し
も
英
雄
叙
事
詩
だ
け
に
特
有
な
も
の

で
は
な
く
、
昔
話
な
ど
他
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
登
場
す
る
魔
力
あ
る
物
で
あ
る
。
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こ
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
先
ず
第
一
に
、
そ

の
元
と
な
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
が
南
シ
ベ
リ
ア
の
ア
ル
タ
イ
・
サ
ヤ
ン
山

脈
地
域
に
在
る
ア
ル
タ
イ
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
、
シ
ョ
ル
、
ハ
カ
ス
と
、
バ
イ
カ

ル
湖
地
域
の
ブ
リ
ヤ
ー
ト
、
及
び
東
シ
ベ
リ
ア
の
ヤ
ク
ー
ト
（
サ
ハ
）
の

英
雄
叙
事
詩
で
あ
る
。
こ
の
諸
民
族
は
総
じ
て
「
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
」

と
し
て
、
共
通
起
源
が
説
か
れ
て
い
る
。
ブ
リ
ヤ
ー
ト
語
は
モ
ン
ゴ
ル
語

グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
が
、ヤ
ク
ー
ト
語
を
含
め
他
の
5
民
族
の
言
語
は
テ
ュ

ル
ク
語
で
あ
る
。
ヤ
ク
ー
ト
は
地
理
的
に
少
し
く
北
方
に
偏
っ
て
い
る
が
、

そ
の
遠
祖
は
や
は
り
南
シ
ベ
リ
ア
に
拠
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

第
二
に
は
、
い
ず
れ
の
民
族
の
英
雄
叙
事
詩
も
遊
牧
牧
畜
社
会
の
諸
相
を

背
景
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
農
耕
、
手

工
業
、
ト
ナ
カ
イ
飼
育
と
古
代
か
ら
の
狩
猟
な
ど
、
地
域
に
よ
り
程
度
の

差
は
あ
る
も
の
の
複
合
的
な
生
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。
第
三
に
は
、
登
場

人
物
の
項
に
人
間
と
並
ん
で
馬
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
ば
か
り
で
な
く
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
カ
フ
カ
ズ

の
諸
民
族
の
英
雄
叙
事
詩
や
文
学
な
ど
に
も
共
通
す
る
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
馬
は
人
語
を
話
し
、
慧
眼
を
も
っ
て
先
を
見
通
し
、
主
人
で
あ
る
勇

者
に
助
言
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
勇
者
と
同
様
に
し
ば
し
ば
巨
躯
を

も
ち
、
主
で
あ
る
勇
者
の
代
役
を
務
め
る
こ
と
も
あ
る
。
第
四
に
は
、
遊

牧
牧
畜
社
会
で
は
歴
史
的
に
絶
え
ず
部
族
間
や
民
族
間
の
抗
争
が
く
り
返

さ
れ
、
英
雄
叙
事
詩
に
は
そ
の
こ
と
が
多
様
な
形
で
反
映
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
原
書
で
は
上
記
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に
照
ら
し
て
、
23
の
テ
キ
ス

ト
か
ら
該
当
す
る
項
目
に
つ
い
て
そ
の
叙
述
を
抜
き
書
き
し
、
そ
の
結
果

が
巻
末
の
「
典
型
場
面
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
索
引
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る 

﹇Кузьмина 2005:1378

│1381

﹈。
そ
れ
に
基
づ
い
て
筆
者
が
作
成
し
た

付
表
で
は
、「
テ
ュ
ル
ク
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
」
の
項
で
、
各
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
に

つ
い
て
5
以
上
の
民
族
の
テ
キ
ス
ト
が
該
当
す
る
場
合
に
Ｘ
印
を
付
し
た
。

（
付
表
①
参
照（
２
））

こ
の
付
表
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
ご
く
少
数
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
除
く

な
ら
、
テ
ュ
ル
ク
諸
族
と
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
英
雄
叙
事
詩
は
大
綱
に
お
い
て
共

通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
例
外
的
な
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
は
、
対
応
す

る
テ
キ
ス
ト
が
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
場
合
で
あ
り
、
い
く
つ
か
例
を
挙
げ

る
な
ら
、（
Ⅱ
）
12 

ｃ　
音
楽
の
才
、（
Ⅱ
）
14 a　
鷲
の
踊
り
、（
Ⅱ
）14 

k　

生
命
力
保
管
の
場
所
と
方
法
な
ど
で
あ
る
。
音
楽
の
才
と
し
て
抽
出
さ
れ
て

い
る
例
と
し
て
、
ア
ル
タ
イ
の
英
雄
叙
事
詩
「
オ
チ
・
バ
ラ
」
に
は
、「
女

勇
者
オ
チ
・
バ
ラ
が
ア
ル
タ
イ
山
で
、
高
い
声
で
歌
を
歌
う
と
、
鳥
獣
た
ち

が
や
っ
て
く
る
、
岩
山
の
上
に
は
花
咲
き
、
ス
ギ
は
新
緑
に
被
わ
れ
る
」
と

あ
る
﹇
一
二
五
﹈。
ア
ル
タ
イ
の
英
雄
叙
事
詩
「
マ
ー
ダ
イ
・
カ
ラ
」
に
は
、

「
笛
吹
け
ば
針
葉
樹
は
芽
吹
き
、
声
を
の
び
や
か
に
歌
え
ば
岩
に
花
咲
く
、

夏
の
ア
ル
タ
イ
に
そ
の
声
は
流
れ
、
冬
の
ア
ル
タ
イ
に
そ
の
声
は
響
き
わ
た

る
」
と
あ
り
﹇
一
二
七
﹈、
ま
た
、
ハ
カ
ス
の
英
雄
叙
事
詩
「
ア
イ
・
フ
ー

チ
ン
」
に
も
「
歌
を
歌
え
ば
、
そ
の
声
は
六
日
も
七
日
も
響
き
わ
た
り
、
草

は
萌
い
で
、
木
々
に
は
葉
が
芽
吹
く
」﹇
九
六
三
﹈
と
あ
る
。

鷲
の
踊
り
の
例
と
し
て
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
の
英
雄
叙
事
詩
「
フ
ナ
ン
・
カ
ラ
」

で
は
、勇
者
が
大
手
を
振
り
な
が
ら
登
場
す
る
様
が
歌
わ
れ
る
﹇
七
二
五
﹈。

そ
れ
は
モ
ン
ゴ
ル
相
撲
に
お
い
て
力
士
が
登
場
す
る
際
の
仕
草
に
類
似
し
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て
い
る
。
さ
ら
に
、「
生
命
力
保
管
の
場
所
と
方
法
」
と
は
、
勇
者
の
敵
対

者
や
魔
物
な
ど
の
霊
魂
が
そ
の
身
体
に
は
な
く
、
ど
こ
か
別
の
場
所
に
特

殊
な
形
で
秘
匿
さ
れ
て
い
る
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
秘
所
か

ら
霊
魂
を
見
つ
け
出
し
、
そ
れ
を
破
滅
さ
せ
な
い
限
り
は
敵
対
者
を
倒
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
霊
魂
が
、
例
え
ば
、
遙
か
彼
方
の
海
中
の
生
き

も
の
の
体
内
に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
霊
魂
秘

匿
の
モ
チ
ー
フ
は
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
ば
か
り
で
な
く
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

の
諸
多
の
民
族
の
英
雄
叙
事
詩
や
説
話
に
広
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
特
異
な
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
英
雄
叙
事
詩
の
み
な
ら
ず
、
叙
事
詩
一
般
の

検
討
に
も
手
が
か
り
に
な
ろ
う
。

さ
て
、
著
者
の
ク
ジ
ミ
ナ
は
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
で
、
テ
ュ
ル
ク
諸
族
と

モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
英
雄
叙
事
詩
に
認
め
ら
れ
る
共
通
の
特
徴
か
ら
、

次
の
よ
う
な
結
論
を
導
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
の
「
英
雄
叙
事
詩
の

古
代
の
核
・
祖
型
が
テ
ュ
ル
ク･

モ
ン
ゴ
ル
諸
族
が
分
岐
以
前
の
時
代
に
形

成
さ
れ
、
そ
の
後
、
こ
の
同
じ
原
郷
地
を
出
た
諸
民
族
は
ア
ル
タ
イ
・
サ
ヤ

ン
山
脈
の
広
大
な
地
域
に
拡
散
し
な
が
ら
、
そ
の
伝
統
を
保
持
す
る
ば
か
り

で
な
く
、
す
で
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
叙
事
詩
の
定
型
（
カ
ノ
ン
）
に
則

し
て
自
己
の
叙
事
作
品
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
…
典
型
場
面
は
こ

の
唯
一
の
起
源
に
由
来
す
る
か
な
り
古
い
時
代
の
あ
る
種
の
叙
述
の
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
（
傍
線
筆
者
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
本
質
的
に
は
説
話
か
ら

説
話
へ
、
テ
キ
ス
ト
間
で
の
繰
り
返
し
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
『
共
通
個

所
』
が
確
固
と
し
て
保
持
さ
れ
て
、
主
題
構
成
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
き

た
」﹇Кузьмина 2005:5

﹈。
言
い
か
え
る
な
ら
、
今
日
南
シ
ベ
リ
ア
と
東

シ
ベ
リ
ア
に
在
る
テ
ュ
ル
ク
諸
族
と
モ
ン
ゴ
ル
・
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
英
雄
叙
事

詩
の
骨
子
は
、
そ
の
祖
先
が
ま
だ
原
郷
地
を
離
れ
な
い
段
階
で
醸
成
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
共
通
性
は
民
族
起
源
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。

Ⅲ　

�

エ
ヴ
ェ
ン
キ（
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
語
）
の
英
雄
叙
事
詩
に
共
通

す
る
特
徴
（
付
表
②
③
参
照
）

上
記
の
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
の
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
に
照
ら
し
て
、

Yu
・
V
・
リ
モ
レ
ン
コ
は
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
英
雄
叙
事
詩
の
分
析
を
試
み
て

い
る
﹇Л

иморенко 2007  : 40-47

﹈。
取
り
あ
げ
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
エ

ヴ
ェ
ン
キ
の
ニ
ム
ン
ガ
カ
ン
4
篇
で
あ
る
が
、
比
較
の
た
め
に
ヤ
ク
ー
ト
の

オ
ロ
ン
ホ
2
篇
と
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
ウ
リ
ゲ
ー
ル
4
篇
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

エ
ヴ
ェ
ン
キ
は
西
で
は
シ
ベ
リ
ア
の
中
央
部
エ
ニ
セ
イ
川
右
岸
支
流
域
を

中
心
に
居
住
し
て
お
り
、
東
で
は
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
、
す
な
わ
ち
、
レ
ナ
川
の
東

部
支
流
（
ア
ル
ダ
ン
川
、
ウ
チ
ュ
ル
川
）
域
か
ら
太
平
洋
沿
岸
・
極
東
地
域
，

サ
ハ
リ
ン
に
ま
で
広
く
分
布
し
、
そ
の
文
化
に
は
地
域
的
な
差
違
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
東
で
も
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
と
太
平
洋
沿
岸
・
極
東
で
は
、
特
に
、
生
業

に
よ
る
文
化
的
な
特
徴
の
違
い
が
英
雄
叙
事
詩
に
反
映
し
て
い
る
。
分
析
の

対
象
と
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
採
録
は
「
全
能
な
る
デ
ヴ
ェ
ル
チ
ェ
ン
勇
者
」

と
「
勇
敢
な
る
ソ
ダ
ニ
勇
者
」
が
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
で
な
さ
れ
（
３
）、「
コ
ダ
ク
チ
ョ
ン
」

は
そ
れ
よ
り
東
の
太
平
洋
沿
岸
（
ハ
バ
ー
ロ
フ
ス
ク
地
区
）、「
フ
ル
グ
チ
ョ

ン
」
は
ヤ
ク
ー
ツ
ク
州
と
ハ
バ
ー
ロ
フ
ス
ク
地
区
の
境
界
（
ア
ル
ゴ
マ
川
地

域
）
で
の
採
録
で
あ
る
﹇Василевич 1966 :178, 234;

荻
原　
一
九
九
七
﹈。
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そ
し
て
、
前
者
、
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
採
録
の
2
編
に
は
隣
接
・
接
触
す
る
ヤ
ク
ー

ト
（
サ
ハ
）
の
遊
牧
牧
畜
文
化
の
影
響
が
濃
厚
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ

よ
り
遠
い
東
方
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
2
編
で
は
そ
の
特
徴
は
な
く
、
徒

渉
の
（
家
畜
飼
育
を
伴
わ
な
い
）
狩
猟
民
文
化
が
反
映
し
て
い
る
。
付
表
で

は
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
の
該
当
個
所
に
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
の
エ
ヴ
ェ
ン
キ
②
で
は

○
印
、
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
よ
り
東
方
に
分
布
す
る
エ
ヴ
ェ
ン
キ
③
で
は
△
印
を
付

し
た
。
括
弧
の
あ
る
（
○
）、（
△
）
は
四
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
な
か
の
一
部
に

該
当
す
る
場
合
を
示
し
た
。

こ
の
付
表
で
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
の
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
に
照
ら
し
て
、
②
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
・
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
英
雄
叙
事
詩
で
は
大

方
の
項
目
が
対
応
し
て
い
る
が
、
③
東
エ
ヴ
ェ
ン
キ
で
は
そ
の
対
応
個
所
は

か
な
り
少
な
い
。
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
・
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
英
雄
叙
事
詩
が
サ
ハ
の

オ
ロ
ン
ホ
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
は
、
両
者
の
直
接
的
な
接
触
交
流
な
ど
の

歴
史
的
経
緯
に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
登
場
人
物
で
あ
る
勇
者
お
よ
び
闘

い
の
場
面
で
は
ほ
ぼ
全
体
に
つ
い
て
共
通
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
異
な
る
の

は
、
例
え
ば
、
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
で
の
馬
に
対
応
し
て
、
エ
ヴ
ェ
ン
キ

で
は
馬
（
や
牛
も
）
登
場
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
飼
養
す
る
ト
ナ
カ
イ
が
勇

者
の
無
二
の
同
伴
者
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
家
畜
飼
育
を
行
わ
な
い
東

エ
ヴ
ェ
ン
キ
で
は
，
登
場
人
物
と
闘
い
の
場
面
に
つ
い
て
は
対
応
す
る
項
目

が
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
必
ず
し
も
ヤ
ク
ー
ト
や
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン

ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
に
近
似
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
、
こ
こ
で
留

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
分
析
の
対
象
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た

テ
キ
ス
ト
が
、
そ
の
民
族
の
地
域
的
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
叙
事
詩
一
般
の

特
徴
を
反
映
し
て
い
る
と
は
、
限
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
比
較
研
究
の
上
で
念
頭
に
置
く
べ
き
一
つ
の
要
点
で
あ
ろ

う
。ブ

リ
ヤ
ー
ト
の
英
雄
叙
事
詩
と
の
比
較
に
つ
い
て
、
リ
モ
レ
ン
コ
は
ヤ

ク
ー
ト
の
オ
ロ
ン
ホ
２
篇
と
共
に
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
ウ
リ
ゲ
ー
ル
四
篇
を
取
り

あ
げ
て
い
る
﹇Л

иморенко 2007: 40- 47

﹈。
付
表
で
は
ブ
リ
ヤ
ー
ト
と

の
比
較
資
料
を
割
愛
し
た
が
、
概
略
的
に
は
，
ヤ
ク
ー
ト
、
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
・

エ
ヴ
ェ
ン
キ
、
東
方
の
エ
ヴ
ェ
ン
キ
、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
の
四
者
に
共
通
す
る
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
項
目
（
ア
）
も
あ
る
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
徒
渉
の
狩
猟
民

で
あ
る
東
方
の
エ
ヴ
ェ
ン
キ
を
除
く
3
者
だ
け
の
共
通
項
目
も
あ
る
（
イ
）。

（
ア
）
で
は
主
人
公
が
登
場
す
る
最
初
の
時
代
、
主
人
公
の
急
成
長
、
邂
逅

場
面
で
の
挨
拶
・
会
話
、
人
物
の
心
理
の
描
写
、
挑
戦
、
互
角
、
戦
闘
の

持
続
、
そ
の
周
囲
へ
の
影
響
、
人
間
の
姿
を
し
た
魔
物
な
ど
で
あ
る
。（
イ
）

で
は
、
牧
畜
民
に
固
有
の
項
目
、
す
な
わ
ち
、
所
領
な
ど
に
関
す
る
項
目
、

勇
者
の
装
束
、
馬
具
な
ど
の
装
備
、
主
人
公
の
魔
力
、
馬
の
競
走
な
ど
に
つ

い
て
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
方
の
狩
猟
民
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
英
雄
叙
事
詩
に
は
主
人

公
の
出
生
や
孤
独
で
あ
る
こ
と
、
家
を
出
る
動
機
（
主
と
し
て
狩
猟
）
が
顕
著

な
特
徴
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
リ
モ
レ
ン
コ
は
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
叙
事

詩
に
固
有
の
特
徴
的
な
場
面
と
し
て
、「
家
畜
の
呼
び
集
め
」、
勇
者
た
ち
が
遭

遇
す
る
場
面
で
の
相
手
の
「
注
意
の
喚
起
」、「
対
話
の
は
じ
め
の
セ
リ
フ
」
が

頻
出
す
る
こ
と
を
挙
げ
、
こ
れ
を
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス

に
付
加
す
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。﹇Л

иморенко 2007: 38-39

﹈。
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Ⅳ　
「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
の
可
能
性
と
課
題

（1）
世
界
の
口
承
文
芸
に
つ
い
て
は
各
種
の
分
類
・「
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
」
が

蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
殊
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
英
雄
叙
事
詩
に
つ
い
て

は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。『
シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場
面
の

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
な
か
で
も
、
特
に
シ
ベ
リ
ア
に
盛
ん

に
行
わ
れ
て
き
た
英
雄
叙
事
詩
の
伝
統
と
そ
の
記
録
資
料
の
膨
大
な
蓄
積

に
つ
い
て
の
体
系
化
を
め
ざ
す
試
み
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
。

（2）
こ
の
試
論
『
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
は
「
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
」
を
対

象
と
し
て
、
言
語
的
に
も
民
族
起
源
の
う
え
で
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
六

民
族
の
叙
事
詩
研
究
者
に
よ
る
共
同
研
究
で
あ
る
。
基
準
と
な
る
「
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
」
に
照
ら
し
て
23
の
テ
キ
ス
ト
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
は
、
今
日
で
は
隔
た
っ
た
地
域
に
あ
る
諸
民
族
の
英
雄
叙
事
詩
に
顕

著
な
共
通
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
叙
事
詩
の
い
わ
ば
主
軸
も
し
く
は
基
幹
を

構
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
核
と
な
っ
て
い
る

の
は
勇
者
・
英
雄
の
戦
闘
と
結
婚
で
あ
る
が
、
そ
の
叙
述
や
詩
学
的
な
ス

タ
イ
ル
に
共
通
す
る
あ
る
種
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
原
郷
地
に
お
い
て
形

成
さ
れ
た
も
の
と
仮
定
さ
れ
て
い
る
。

（3）
こ
の
『
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン

ゴ
ル
文
化
の
特
徴
が
か
な
り
細
部
に
わ
た
っ
て
立
項
さ
れ
て
い
る
。
言
語

系
統
を
異
に
す
る
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
テ
キ
ス
ト
分
析
か
ら
は
、
上
記
の
よ
う

に
新
た
な
典
型
場
面
と
し
て
「
家
畜
の
呼
び
集
め
」、
勇
者
た
ち
の
遭
遇
場

面
で
の
相
手
の
「
注
意
の
喚
起
」、「
対
話
の
は
じ
め
」
を
「
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
」
に
付
加
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
鑑
み
る
な
ら
、
諸

多
の
民
族
の
テ
キ
ス
ト
分
析
か
ら
新
た
な
項
目
を
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
般
に
わ
た
る
よ
り
一
般
的
で
、
よ
り
精
錬
さ
れ
た
イ
ン

デ
ッ
ク
ス
の
策
定
が
可
能
に
な
ろ
う
。

（4）
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
試
験
的
な
『
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
の
普
遍
性
、
有

効
性
を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、
比
較
に
よ
っ
て
個
々
の
叙
事
詩
の
独
自
性

が
よ
り
明
ら
か
に
な
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（5）
こ
の
『
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
分
析
の
具
体
的
な
意
義
と
し

て
、
少
な
く
と
も
、「
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
」
の
英
雄
叙
事
詩
と
の
近
似
や

隔
た
り
の
度
合
い
を
測
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
特
に
、
ア
イ
ヌ
の
叙
事
詩
に
つ

い
て
は
、
ア
ム
ー
ル
ラ
ン
ド
の
英
雄
説
話
を
も
含
め
て
、
こ
の
テ
ュ
ル
ク
・
モ

ン
ゴ
ル
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
を
一
つ
の
基
準
と
し
て
検
討
し
て
み
る
な
ら
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
を
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
で
き
よ
う
。

（6）
英
雄
叙
事
詩
の
「
典
型
場
面
（
個
所
）」
と
は
、
す
な
わ
ち
、
叙
事
詩

に
お
け
る
普
遍
性
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
叙
事
詩
研
究

者
Ｂ
・
Ｎ
・
プ
チ
ー
ロ
フ
は
小
論
「
叙
事
詩
の
普
遍
性
（универсалии, 

universal

）
と
そ
の
民
族
的
・
地
域
的
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
」（
二
〇
〇
一
）
の
な

か
で
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
多
様
な
民
族
の
叙
事
詩
の
多
く
に
共
通
性
・
類
似
・

平
行
す
る
特
徴
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
地
域
や
民
族
を
超
え
た
一

般
的
な
普
遍
性
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
問
題
は

そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
著
書
で
は
、「
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ

ル
」
の
叙
事
詩
の
普
遍
性
が
民
族
の
原
郷
地
に
由
来
す
る
こ
と
が
結
論
づ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
の
テ
キ
ス
ト
を
分
析
す
る
な
ら
、
そ
の
比
較
を
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通
じ
て
諸
民
族
の
英
雄
叙
事
詩
の
普
遍
性
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
異
な
る
議
論

の
展
開
が
予
想
さ
れ
る
（
５
）。

そ
れ
は
ま
た
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
民
族
文
化
史
の
解
明

に
示
唆
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表　
『
シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
英
雄
叙
事
詩
の
典
型
場
面
の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』

作
成 

荻
原
眞
子

（
各
○
番
号
の
横
の
印
は
以
下
の
資
料
を
元
に
作
成
し
た
）

①　

 

テ
ュ
ル
ク
諸
族
（
ア
ル
タ
イ
、
ハ
カ
ス
、
ト
ゥ
ヴ
ァ
、 

シ
ョ
ル
、
ヤ
ク
ー

ト
）、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
﹇Е.Н

.Кузьмина 2005: 1378-1381

﹈

②　

 

ヤ
ク
ー
チ
ヤ･

エ
ヴ
ェ
ン
キ
及
び　
③
東
エ
ヴ
ェ
ン
キ
﹇Ю

.В.Лиморенко 
2007: 40-47

﹈

④　

ユ
カ
ラ
は
暫
定
的

①

②

③

④
ユ
カ
ラ

Ⅰ　

叙
事
詩
の
世
界
（
舞
台
）

1　
原
初
創
造
の
時
代

Ｘ

○

△

●

2　
勇
者
と
そ
の
敵
対
者
の
土
地　

Ｘ

○

3　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
領
地
と
そ
の
家
畜

Ｘ

○

4　
宮
殿
、
ユ
ル
タ
（
天
幕
）、
屋
敷
、
馬
繋
ぎ

Ｘ

 

●

5　
民
（
臣
下
、
貢
納
者
）

6　

民
の
招
集
（
会
議
、
饗
宴
、
勇
者
の
命
名

に
際
し
て
、
惜
別
）

Ｘ

7　
捕
虜
、
民
と
家
畜
の
連
行

Ｘ

8　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
土
地
と
所
領
の
荒
廃

Ｘ

Ⅱ　

登
場
者　

Ａ
．
人
間

1　
主
人
公
の
登
場
（
誕
生
）、
孤
独

Ｘ

 

○

 

△

 

●

2　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
命
名
、
命
名
者
の
肖
像

Ｘ
（
○
）（
△
）

3　
主
人
公
の
急
成
長
、
成
熟
、
大
人
の
度
合
い

Ｘ
（
○
）（
△
）

 

●

4　
勇
者
（
女
勇
者
）
が
家
を
出
る
動
機
（
狩
、

家
畜
の
確
認
、
所
領
の
検
分
、
情
報
取
得
、

嫁
探
し
、
敵
対
者
と
の
戦
い
、
悪
夢
な
ど
）
Ｘ

 
 

△

●

5　

旅
立
ち
の
準
備
、
別
れ
（
両
親
、
妻
な
ど

と
の
）

（
○
）（
△
）

6　
勇
者
の
装
束

Ｘ

△

●

　
　

a　

衣
服
、
甲
冑

Ｘ

●

　
　

ｂ　

衣
服
の
試
着

　
　

ｃ　

武
具
（
弓
、
矢
、
太
刀
な
ど
）

Ｘ

●

7　
勇
者
の
旅

Ｘ
（
○
）

　
　

a　

時
間
と
空
間
の
描
写

Ｘ

○

●

　
　

b　

障
碍

8　
邂
逅
（
両
親
、
妻
と
の
）

Ｘ

○

　
　

a　

挨
拶
口
上
、
名
乗
り

Ｘ

○

△

　
　

b　

会
釈
、
敬
意
の
表
現
、
抱
擁
、
握
手

○

●

　
　

ｃ　

義
兄
弟
の
契
り

9　
喫
煙

（
飲
酒
）

10　
人
物
像

Ｘ

　
　

a　

勇
者
（
女
勇
者
）
の
相
貌 

Ｘ
（
○
）

●

　
　

b　

二
義
的
女
主
人
公
（
勇
者
の
姉
妹
、
許

嫁
、
蘇
生
者
、
妻
、
天
女
、
女
シ
ャ

マ
ン
）
の
相
貌

Ｘ

○

△

●

　
　

ｃ　

二
義
的
主
人
公
（
勇
者
の
兄
弟
、
義

兄
弟
、
義
父
の
汗
な
ど
）
の
相
貌

Ｘ
（
○
）

●

11　
心
理
状
態

Ｘ

○

△

●

　
　

a　

怒
り
、
驚
き
、
恐
れ
、
当
惑
、
興
奮
、

悲
嘆
、
泣
き
、
喜
び
、
笑
い
な
ど

Ｘ

○

△

●

　
　

b　

勇
者
の
夢

12　
知
性
と
体
力

Ｘ

　
　

a　

知
恵
、
機
転
、
狡
猾
、
洞
察
力
、
力

量
、
忍
耐
力
、
聴
力
、
視
力
、
嗅
覚

Ｘ

○
（
△
）

●

　
　

b　

超
能
力

Ｘ

○

●

　
　

ｃ　

音
楽
の
才

13　
勇
者
の
食
事

Ｘ

　
　

a　

食
卓
と
料
理
の
描
写

○
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b　

料
理
の
賞
味

Ｘ

○

　
　

ｃ　

会
話

（
○
）

14　
闘
い
（
合
戦
）

Ｘ

○

△

●

　
　

a　

鷲
の
踊
り

　
　

ｂ　

挑
戦
、
闘
い
の
条
件

Ｘ

○
（
△
）

●

　
　

ｃ　

闘
い
の
開
始
（
戦
闘
前
の
罵
り
合
い
）
Ｘ

（
△
）

　
　

ｄ　

強
弓
を
引
く

Ｘ

　
　

e　

矢
（
武
器
）
の
呪
文

Ｘ
（
○
）

　
　

f　

矢
の
飛
行

Ｘ

○

　
　

g　

闘
い
の｢
解
剖
学｣

（
汗
、
血
、
泡
、

肋
骨
の
露
出
、
肉
片
な
ど
）

Ｘ
（
○
）（
△
）

●

　
　

ｈ　

互
角

Ｘ

○
（
△

●

　
　

i　

闘
い
で
の
勇
者
た
ち
の
身
体
状
態 

Ｘ
（
○
）
△

●

　
　

j　

闘
い
の
持
続

Ｘ

○
（
△
）

●

　
　

k　

生
命
力
保
管
場
所
と
方
法

　
　

l　

闘
い
の
結
果
＝
周
囲
へ
の
影
響
、
闘

い
の
緊
迫

Ｘ

○

△

15　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
勝
利

（
○
）

●

16　

敵
対
者
の
制
裁
（
殲
滅
、
帰
順
、
処
罰
の

手
段
）

Ｘ

○

●

17　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
敗
北
と
破
滅

Ｘ
（
○
）

　
　

a　

勇
者
（
女
勇
者
）
の
破
滅
に
対
す
る

周
辺
世
界
の
反
応

18　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
埋
葬

19　
真
の
姿
の
獲
得
、
復
活
、
治
癒
、
清
め

　
　

a　

勇
者
に
よ
る
民
の
蘇
生

Ｘ

●

20　
英
雄
の
結
婚

Ｘ

●

　
　

a　

婿
へ
の
難
問
（
そ
の
解
決
の
条
件
）

（
△
）

●

　
　

ｂ　

帰
郷
の
動
機 

（
○
）

　
　

c　
　

花
嫁
と
の
出
立
、
帰
途

Ｘ
（
○
）

●

21　

饗
宴
（
誕
生
、
命
名
、
結
婚
、
敵
に
対
す

る
勝
利
）、
饗
宴
の
準
備
、
そ
の
持
続

Ｘ
（
○
）（
△
）

●

22　
勇
者
（
女
勇
者
）
の
他
の
試
練
と
偉
業
＝
親
族

（
姉
妹
、
お
じ
た
ち
、
両
親
な
ど
）
に
よ
る
難
題

Ｂ　

勇
者
＝
馬
（
ト
ナ
カ
イ
）

1　
馬
の
招
来

（
○
）

2　
馬
の
特
徴

Ｘ

○

　
　

a　

由
来
（
降
臨
、
贈
与
、
手
持
ち
）

　
　

b　

相
貌　

c　

非
凡
な
能
力

3　
馬
と
の
別
れ

○

4　
馬
の
遠
征
準
備
（
治
療
、
鍛
練
、
世
話
） 

　
　

a　

鞍
、
手
綱　

b　

勇
者
的
疾
走

Ｘ

○

5　
馬
の
叱
責
、
助
言

Ｘ

○

Ｃ　

仲
介
者

 

1　
援
助
者

2　
妨
害
者

Ｄ　

人
間
の
姿
を
し
た
登
場
者

1　

男
性
（
怪
物
、
マ
ン
ガ
ト
ハ
イ
、
ア
バ
ー

シ
な
ど 

）

Ｘ
（
○
）
△

●

2　

女
性
（
怪
物
、
マ
ン
ガ
ト
ハ
イ
、
ア
バ
ー

シ
、
シ
メ
ル
デ
イ
カ
な
ど
）

Ｘ

●

Ⅲ　

 

魔
法
の
品 （
運
命
の
書
、
文
、
矢
、
指
ぬ
き
、

金
の
卵
、
ス
カ
ー
フ
、
宝
石
な
ど
）

Ｘ

Ⅳ　

構
成
上
の
挿
入 

Ｘ

1　
歌
い
だ
し

2　
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
＝
つ
な
ぎ

3　
エ
ピ
ソ
ー
ド
間
の
挿
入

4　
語
り
終
い

Ⅴ　

語
り
部
の
聴
き
手
に
対
す
る
口
上
（rem

arks

）  
1　
口
演
開
始
前
の
口
上

2　
口
演
途
中
の
口
上

3　
口
演
終
い
の
口
上
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注（
1
） 

人
口
に
つ
い
て
二
〇
〇
二
年
の
統
計
で
は
、
ア
ル
タ
イ
（
六
万
七
千
人
）、

ト
ゥ
ヴ
ァ
（
二
四
万
人
）、ハ
カ
ス
（
七
万
六
千
人
）、シ
ョ
ル
（
一
万
四
千

人
）、
ヤ
ク
ー
ト
（
四
四
万
人
）、
ブ
リ
ヤ
ー
ト
（
四
四
万
人
）
で
あ
る
。

﹇Больш
ая Российская Энциклопедия, 2004, М

осква.:170

﹈

（
2
） 

付
表
はE.H

.K
yzьмина （2005:1378-1381

）, Ю
.В.Л

иморенко

（2007:40-47
）
を
元
に
作
成
し
た
。

（
3
） ﹇
荻
原　

一
九
九
七
﹈
に
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
英
雄
叙
事
詩
二
篇
「
勇
敢

な
る
ソ
ダ
ニ
勇
者
」、「
絢
爛
た
る
刺
繍
衣
の
万
能
な
る
デ
ヴ
ェ
ル

チ
ェ
ン
勇
者
」
の
梗
概
が
あ
る
。

（
4
） 

取
り
あ
げ
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、「
ア
ラ
ム
ジ
・
メ
ル
ゲ
ン
」

（
一
九
九
一
刊
）、「
オ
ソ
ー
ド
ル
・
メ
ル
ゲ
ン
」（
一
九
四
一
採
録
）、

「
タ
バ
タ
イ
・
ナ
ハ
タ
イ
・
ト
ー
レ
イ
・
メ
ル
ゲ
ン
」（
一
九
二
九

採
録
）、「
オ
レ
エ
・
ヘ
ン
ゼ
・
ウ
ラ
ー
ン
ダ
イ
・
メ
ル
ゲ
ン
」

（
一
九
二
九
採
録
）
で
あ
る
。
後
の
二
篇
は
リ
モ
レ
ン
コ
の
翻
訳
に

よ
る
﹇Л

иморенко 2007:35

﹈。

（
5
） 

も
っ
と
も
早
く
に
シ
ベ
リ
ア
各
地
で
精
力
的
に
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
口
承

文
芸
を
調
査
採
録
し
、
研
究
を
お
こ
な
っ
た
Ｇ
・
Ｍ
・
ヴ
ァ
シ
ー
レ

ヴ
ィ
ッ
チ
は
、
東
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
叙
事
詩
が
就
中
ヤ
ク
ー
ト
、
ブ
リ

ヤ
ー
ト
の
そ
れ
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
共
通
す
る
叙

事
詩
の
伝
統
は
テ
ュ
ル
ク
諸
族
と
モ
ン
ゴ
ル
諸
族
と
が
ト
ゥ
ン
グ
ー

ス
語
系
諸
族
と
同
様
に
未
だ
狩
猟
民
で
あ
り
、
牧
畜
文
化
が
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
遠
い
昔
に
創
ら
れ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て

い
る
﹇В

асилевич 1966:13

﹈。

文
献

Больш
ая Российская Э

нциклопедия. 2004. М
осква

В
асилевич Г.М

.

　1966 	И
сторический ф

ольклор эвенков: сказания и 
предания. М

.-Л
.

Кузьмина Е.Н
.

　2005  У
казат

ель т
ипических м

ест
 героического эпоса 

народов С
ибири ( Алт

айцев, Бурят
, Тувинцев,Хакасов, 

Ш
орцев, Я

кут
ов). Н

овосибирск 
Л

ебедева Ж
.К

.

　1981

　Архаический эпос эвенов. Н
овосибирск

Л
иморенко Ю

.В
.

　2007

　Типические места и сю
ж

ет героического эпоса: 
универсальное и уникальное (на 	м

атериале трех эпи-
ческих традиции) П

оэт
ика ж

анров ф
ольклора народов 

С
ибири: миф

, эпос, рит
уал. Н

овосибирск. 33-48
П

ут
илов Б.Н

.

　2001

　У
ниверсалии эпического нарратива и его 

этнические региональны
е вариации. Я

зы
к, лит

ерат
ура, 

эпос (К
 100-лет

ию
 со дня рож

дения академ
ика В.Н

. 
Ж

ирмунского), С
П

б: 411-417

荻
原
眞
子

一
九
九
四
「
メ
ル
ゲ
ン
と
プ
ジ
の
物
語
│
ナ
ー
ナ
イ
の
英
雄
叙
事
詩
」
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『
口
承
文
芸
研
究
』
第
17
号　

九
二
│
一
〇
五

一
九
九
七
「（
資
料
）
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
英
雄
説
話
の
2
つ
の
テ
キ
ス
ト
」

『
北
海
道
北
方
民
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
6
号　

一
二
五
│
一
四
六

二
〇
〇
一
「
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
英
雄
叙
事
詩
『
イ
ル
キ
ス
モ
ン
ジ
ャ
勇
者
』」

（
荻
原
眞
子　

二
〇
〇
一
a　

所
収
）

二
〇
〇
一
a
（
編
）『
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
民
族
の
叙
事
詩
研
究
（
1
）
│

テ
キ
ス
ト
の
梗
概
と
解
説
│
』（
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
）
千
葉

大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科

二
〇
〇
二
「
ユ
カ
ㇻ
の
ヒ
ロ
イ
ン
│
英
雄
叙
事
詩
の
比
較
研
究
試
論
」

『
口
承
文
芸
研
究
』
第
25
号　

一
〇
四
│
一
二
〇

二
〇
〇
四
（
編
）『
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
民
族
の
叙
事
詩
研
究
（
2
）
│
テ

キ
ス
ト
の
梗
概
と
解
説
』
千
葉
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科

二
〇
〇
五
「
競
う
花
嫁
・
女
勇
者
・
シ
ャ
マ
ン
│
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
英
雄

叙
事
詩
に
共
通
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
像
」（
吉
田
敦
彦
監
修
）『
比
較
神
話

学
の
鳥
瞰
図
』
大
和
書
房　

一
七
五
│
二
〇
四

二
〇
〇
六
「
人
と
動
物
の
婚
姻
譚
│
王
権
神
話
か
ら
異
類
婚
姻
譚
ま
で
」

『
説
話
・
伝
承
学
』
第
14 

号　

二
一
七
│

二
三
一

二
〇
〇
七
「『
呪
的
逃
走
』
│
ユ
ー
ラ
シ
ア
へ
の
手
が
か
り
」『
口
承
文

芸
研
究
』
第
30
号
、
一
│
二
〇

二
〇
〇
八
（
編
）『
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
民
族
の
叙
事
詩
研
究
（
3
）』
千
葉

大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科

二
〇
〇
九
「
神
話
的
宇
宙
と
英
雄
の
世
界
│
ア
イ
ヌ
叙
事
詩
に
つ
い

て
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
叙
事
詩
研
究
か
ら
の
覚
え
書
」（
篠
田
知
和
基
編
）

『
天
空
の
世
界
神
話
』
八
坂
書
房　

二
一
七
│
二
三
八

二
〇
〇
九
「
神
話
・
英
雄
叙
事
詩
に
お
け
る
天
界
と
天
界
び
と
│
シ
ベ

リ
ア
の
サ
ハ
（
ヤ
ク
ー
ト
）
の
口
承
文
芸
か
ら
│
」『
ア
ジ
ア
遊
学
』

一
二
一　

五
一
│
五
七

二
〇
一
〇
「A

om
om

m
om

o

（
我
つ
ま
び
ら
か
に
述
ぶ
）
に
つ
い
て
―

ア
イ
ヌ
叙
事
詩
ユ
カ
ㇻ
の
〈
一
人
称
〉
叙
述
に
よ
せ
て
」『
口
承
文
芸

研
究
』
第
33
号　

六
五
│
七
六

二
〇
一
一
「
英
雄
は
お
さ
な
子
│
英
雄
叙
事
詩
に
お
け
る
神
話
に
つ
い

て
」『
説
話
・
伝
承
学
』
第
19
号　

一
│
二
〇

二
〇
一
一
「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
叙
事
詩
『
カ
レ
ワ
ラ
』
を
読
む
│
文
学
作

品
と
し
て
の
叙
事
詩
」『
千
葉
大
学　

ユ
ー
ラ
シ
ア
言
語
文
化
論
集
』

13
号　

二
一
│
三
七

二
〇
一
三
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
口
承
文
芸
の
二
つ
の
様
態
」『
千
葉
大
学　

ユ
ー
ラ
シ
ア
言
語
文
化
論
集
』
15
号　

一
│
九

二
〇
一
四
「
求
婚
難
題
・
婚
姻
闘
争
・
雌
雄
選
択
」『
千
葉
大
学　

ユ
ー

ラ
シ
ア
言
語
文
化
論
集
』
16
号　

一
│
一
一

二
〇
一
四
「
叙
事
詩
の
な
か
の
鉄
文
化
」（
篠
田
知
和
基
編
『
神
話
の
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
』
楽
瑯
書
院　

三
二
三
│
三
四
二

坂
井
弘
紀
（
訳
）

二
〇
一
一
『
ウ
ラ
ル
・
バ
ト
ゥ
ル
』
平
凡
社　

東
洋
文
庫

二
〇
一
五
『
ア
ル
パ
ム
ス
・
バ
ト
ゥ
ル　

テ
ュ
ル
ク
諸
民
族
英
雄
叙
事

詩
』
平
凡
社　

東
洋
文
庫

二
〇
一
五
「
英
雄
叙
事
詩
と
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
│
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
テ
ュ

ル
ク
の
伝
承
か
ら
」『
和
光
大
学
表
現
学
部
紀
要
』
15
号　
三
三
│
五
四

若
松　

寛
（
訳
）

一
九
九
三
『
ゲ
セ
ル
・
ハ
ー
ン
物
語　

モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
』
平
凡

社　

東
洋
文
庫
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一
九
九
五
『
ジ
ャ
ン
ガ
ル　

モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
2
』
平
凡
社　

東

洋
文
庫

二
〇
〇
一
『
マ
ナ
ス　

少
年
篇　

キ
ル
ギ
ス
英
雄
叙
事
詩
』
平
凡
社　

東
洋
文
庫

二
〇
〇
三
『
マ
ナ
ス　

青
年
篇　

キ
ル
ギ
ス
英
雄
叙
事
詩
』
平
凡
社　

東
洋
文
庫

関
連
文
献

『
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
民
族
の
叙
事
詩
研
究
（
1
）
│
テ
キ
ス
ト
の
梗
概
と
解
説
』

（Epic study of Eurasia
（
一
）
　

Introduction and digest of texts

）

（
千
葉
大
学
社
会
文
化
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告　
二
〇
〇
一
）

荻
原
眞
子
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
民
族
の
英
雄
叙
事
詩
に
つ
い
て
」

荻
原
眞
子
「
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
英
雄
叙
事
詩
『
イ
ル
キ
ス
モ
ン
ジ
ャ
勇
者
』」

上
村　

明
「
ハ
ル
ハ
・
モ
ン
ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
『
ア
ガ
イ
ン
・
オ
ラ
ー

ン
・
ハ
ー
ン
』・『
三
歳
の
ゴ
ナ
ン
・
オ
ラ
ー
ン
・
バ
ー
タ
ル
』

斎
藤
君
子
「
ハ
ン
テ
ィ
の
叙
事
詩
『
い
と
し
い
勇
士
＝
下
界
の
商
人
・

上
界
の
商
人
に
ま
つ
わ
る
聖
な
る
物
語
」

坂
井
弘
紀
「
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
の
英
雄
叙
事
詩
『
ア
ル
パ
ム
ス=
バ
ト
ゥ
ル
』」

坂
井
弘
紀
「
カ
ザ
フ
の
英
雄
叙
事
詩
『
エ
ル=

エ
デ
ィ
ゲ
』」

丹
菊
逸
治
「
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
の
叙
事
詩
『
浅
井
タ
ケ
伝
承
の
ハ
ウ
キ

│
オ
タ
ス
ト
ゥ
ン
ク
ㇷ
の
結
婚
』」

山
下
宗
久
「
シ
ョ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
『
カ
ー
ン
・
ペ
ル
ゲ
ン
』・『
ア
ル

テ
ィ
ン
・
ス
ィ
ル
ィ
ク
』」

山
下
宗
久
「
サ
ハ
（
ヤ
ク
ー
ト
）
の
英
雄
叙
事
詩
『
モ
ド
ゥ
ン
・
エ
ル
・

ソ
ゴ
ト
フ
』」・『
ク
イ
ー
ス
・
デ
ビ
リ
イ
エ
』」

于　

暁
飛
「
ホ
ジ
ェ
ン
の
伝
承
文
学 

イ
マ
カ
ン
『
シ
ャ
ン
ソ
ウ
・
モ
ル

ゲ
ン
』・『
シ
ャ
ー
ル
ン
・
モ
ル
ゲ
ン
』・『
ス
ス
』、
タ
ル
ン
グ
『
白
城

人
の
子
孫
』・『
七
兄
弟
』、
シ
ョ
フ
リ
『
姉
と
弟
』・『
蛇
娘
』

『
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
民
族
の
叙
事
詩
研
究
（
2
）
│
テ
キ
ス
ト
の
梗
概
と
解

説
』（
二
〇
〇
四
）

荻
原
眞
子
「
エ
ヴ
ェ
ン
の
英
雄
叙
事
詩
『
デ
ル
ゲ
ニ
』」

斎
藤
君
子
「
マ
ン
シ
の
叙
事
詩
『
シ
ベ
リ
ア
の
女
・
切
断
さ
れ
た
鉄
』

の
2
人
の
息
子
」

坂
井
弘
紀
「
ノ
ガ
イ
の
英
雄
叙
事
詩
『
ア
デ
ィ
ル
・
ス
ル
タ
ン
』」 

丹
菊
逸
治
「
ニ
ヴ
フ
の
昔
話
『
死
者
の
国
へ
行
っ
て
来
た
話
』」

于　

暁
飛
「
ホ
ジ
ェ
ン
の
叙
事
詩
イ
マ
カ
ン
『
カ
ン
タ
・
モ
ル
ゲ
ン
』」 

『
ユ
ー
ラ
シ
ア
諸
民
族
の
叙
事
詩
研
究
（
3
）
│
テ
キ
ス
ト
の
梗
概
と
解

説
』（
二
〇
〇
八
）

荻
原
眞
子
「
勇
者
た
ち
の
世
界
│
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
英
雄
叙
事
詩
か
ら
」

王
国
明 （
斯
琴　

訳
）「
ト
ゥ
（
土
）
族
の
『
ゲ
サ
ル
』
の
収
集
と
保
存
」

坂
井
弘
紀
「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
・
テ
ュ
ル
ク
の
英
雄
叙
事
詩
『
オ
ラ
ク

と
マ
マ
イ
』」

Ｄ
．
タ
ヤ
「
叙
事
詩
を
誰
に
聴
か
せ
る
か
│
モ
ン
ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩

『
ジ
ャ
ン
ガ
ル
』
の
語
り
を
中
心
に
」

ナ
ム
ジ
ラ
「
ア
ル
タ
イ
・
テ
ュ
ル
ク
系
烏
孫
と
モ
ン
ゴ
ル
の
狼
烏
伝
説

の
比
較
研
究
」

ム
ン
ク
ジ
ャ
ヤ
「
モ
ン
ゴ
ル
英
雄
叙
事
詩
の
比
較
の
試
み
」
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Ш

yберт Э
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　 «А
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г судалсан нь»
 

（
お
ぎ
は
ら
・
し
ん
こ
／
千
葉
大
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名
誉
教
授
）


